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昇
級
す
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℃
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叫
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械
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績
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込

2

1

1

}
江

i
川
N
F川
d
~
1
J
I町
山

μAfiJhJ守

な
地
パ
ド
で
あ
る
一
紋
色
川
内
職
(
出

3
5「
刊
と

2
2
王
子
P22v)

i
h
刊
ド
バ
k

一
七
九
、
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cullん

と
L
C
層
、
わ
れ
る
許
」
L
L

円
、
!
ト

取人法羊)fi3 (1--21:n 2:;) r20]'). S J 

キ〉



判

本
内
政
府
は

ハ
パ
ソ
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ロ
グ
ラ
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口
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ム
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円
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ス
ク
ー
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パ
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戸
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波
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仕
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魅
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た
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U
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工一
y
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い
削
川
認
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三

こ
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T
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戸
司
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グ
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は

。
庁
間
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記
の
問
叫
に
ノ
ケ
事
L

日

l
/
の
↓
川
本
に
つ
い

-1え
払
い
を
|
一
て
き
た
打
、
二
判
川
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ロ

ン

d
A
品
の
免
命
を
認
め
る
も
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で
あ
る
n

こ
れ
は
、
弁
護
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れ
い
り
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さ
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邦
、
川
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方
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仙
川
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f
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げ
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魅
刀
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が
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よ
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を
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ゐ
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、
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句
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パ
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ク
ー
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L
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守
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作
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さ
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i
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仁
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す
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シ
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岡
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わ
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あ
る

巧
(
円
は
夫
ヨ
の
首
都
に
併
置
す
ふ
と
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叫
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ア
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♂
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一
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、
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仁
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仁
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、
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テ
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ハ
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品
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ヂ
バ
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が
、
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す
る
ク

ブ
ス
に
代
え
と
あ
る
箆
の

1

仙
仰
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叶
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仲
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、
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仁
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あ
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追
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仁
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ソ
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す
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と
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自
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仁
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は
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、ーチ

f

l
f
I
U
プ

F
ι
γ
L

ー
ゥ
ス
ヶ

1
、
〆
シ
ゾ
/
・
セ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
る
で
メ
ス
タ
ー
の
期
間
中
仁
、

打E
，1) 
JカP

働
時
間
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"凡
lよ

一一(¥ヘゾハ
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1
7
L

二
校
で
あ
円
た
が
、

コ
ペ
ノ
ぬ
年
に
は
十
川
河
川
北
へ

そ
の
州
修
均
J
d

什
と
し
と
は
、
日
一
γ
宇
は
宇
ぷ
士
の
一
千
五
菅
を
受
け
な
が
ら
実
際
の

に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

U

一
元
け
人
れ
判
体

は
、
そ
の
川
体
で
の
年

H
の
弁
…
理
士
が
す
る
一
一
、
あ
ろ
う
が
い
市
干
し
r
一
判
じ
種
狽
の
統
験
し
k

業
務
を
P

了
ぺ
に
さ
せ
る
こ
と
を
約
点
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
巧
己
、
じ
は

ァ
ィ
バ
!
?
ワ
!
?
は
合
格
小
人
い
北
町
で
社
~
出
先
れ
る
が

令
ミ
ト
ー
へ
の
F
う
加
は
成
績
で
坪
川
ち
れ

ヴ

ペョ

一
半
心
シ
一
取
得
す
る
に
は

同
返
あ
る
セ
メ
ス
タ
ー
の
う
ち
寸
毎
次
ぞ
れ
ぞ
れ

C

、
し
吋
叫
「
つ
日
比
伸
じ
な

立

学
生
以
、

働
か
も
な
リ
れ
ば
な
ら
な
い

♂
ヨ
辺
、
に
は
、
出
寸
凶
引
の
ユ
ア
ス
タ
ー
/
、
ン
ソ
プ
ド
一
下
議
案
が
あ
り
、

u
m
M
m
H
V刊
の
広
範
な
一
γ
i
h
γ

ペ
;
ス
の
提
問
、

鼠
M
M
誌
が
学
生
z
T

採

川
ず
る
B
/

め
の
一
ι

ク
ス
タ
ー
ン
ン
ッ
ブ
・

7

ア
の
定
規
川
な
隔
世
、

過
去
に
ニ
ク
ス
タ
ー
ン
に
手
ノ
加
五
f

学
去
の
ベ
メ
げ
人
れ
一
い
体
の

計
仙
の
総
佐
川
、
悩
々
の
t

ハ
一
止
と
の
カ
J

/

セ
リ
ン
グ
ζ

い
っ
F

土
技
を

L
f
-
い
る

口

ス

ク
3

ル
で
は

工
ク
ス
タ
3

ン
~
J
ッ
ブ
ド
参
加
す
る
と
月
一
は
、

ロ
ス
ク
ル
の
守
伴
い
紋
貝
yL
よ
っ
て
佐
官

5
れ
、
司
時
に

に
ア
ス
タ
ー
、
J
/
ソ

7
e
七
ミ
ト
ー
に
も
守
録

L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〉
こ
れ
い
つ
の

k
ミ
「
ー
は
、

ん
ソ
ラ
ス
で
の
議
人
岬
ヤ
ン
ャ

l
ナ
ル

の
執
筆
、
小
さ
な
グ
ル
プ
の
会
A
U
宇
一
泊
し
て
す
ノ
ノ
ル
ド
ワ

i
hノ
の

る
た
め
の
場
を
招
叫
す
る
も
の
い
な
3

」
い
ゐ

工
今
ス
タ
ー
ン
ご
J
1
7
・
七
、
ミ
レ
ノ
ー
の
な
か
に
は
、
法
律
完
治
L

ク
ス
タ

l
/
ン
ノ
ブ
・
セ
ミ
ゾ
に
閣
す
る
内
省
一
と
い
ハ
た

や
や
般
的
な
範
曙
に
入
乙
も
の
も
あ
る
下
、
一
ぽ
涜
十
訂
作
和
尚
護

(HhHEM3HMEEZ一
〉
年
三
~
日
月
三

L
h
戸
ノ
ス
タ
ー
ン
シ
ノ
ブ
a

セ
ミ
ナ
ー
」
、
ま
七
は
「
川
法
レ
L
J
訴
訟
コ
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ソ
プ

-
E
ミ
ナ

l
」
の
よ
、
つ
に
将
一
品
、
法
庶
げ
の
も
の
も
あ
る
r

ま
七
広
が



れ
説
、
え
ご
い
乙
「
込
邦
政
ー
パ
に
お
け
る
行
政
法
エ
ク
ス
夕
、
/
〉

y
プ

-
E
ミ

ナ

あ

る

い

は

「

公

品

戸

ヤ

り

ツ

グ

-

L
ク
λ
ゲ

ン
ン

J

づ
'
七
ミ
ナ

の
よ
う
じ
汝

-R
の
州
伐
を
伐
押
仁
ず
る
K
J

め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
つ

~，て

仏
か
担
当
し
て
い

O
七
ミ
す
ー
は
、
連
邦
/
什
い
政
機
関
で
研
惨
を
行
っ
て
い
る
学
叫
す
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
授
業
内
百
は
、
そ

)1 お :t;:l公_j-i.-郊門;こむド，z，fi，品 1養成。)アフロ

の
行
政
機
刈
て
ぺ
じ
て
い
る
行
政
法
の
刊
也
に
去
や
気
れ
る
ο

年
生
は

の
減
員
と
ん
ム
ん
わ
を
も
っ
た
J

、

枚
々

あ
る
い
は

ノ
ン
タ
ピ
コ
ー
す
る
と
い
り
た
こ
と
が
求
め
り
れ
今

U

こ
れ
ら
の
椴
尽
の
職
種
は
保
々
じ
、
町
、
え
ば
訴
訟
代
理
人
、
子
諮
問
連
聡
員
、

倫
川
町
刈
ほ
耐
を
担
当
1J
て
い
る
聡
い
い
、
行
政
法
畠
判
官
、
ぞ
れ
か
町
市
禄
公
開
法
ト
些
づ
く
間
以
請
求
を
扱
っ
て
い

院
で
田
'
な
る
腕
ぬ
日
従
事
し
f

、
い
る
は
伸
之
ィ
な
職
員
と
会
い
、
ぷ
ニ
タ
1

3

1

を
一
ヲ
る
こ
と
が
梨
求
さ
れ
る

U

い
い
メ
マ
ヘ
タ
ー
が
終
る
砲
に

は内
J

生
も
こ
っ
し
っ
た
行
政
機
関
山
つ
い
て
の
知
識
を
涼
め
、
足
も
ま
だ
円
隊
一
一
ど
め
る
私
的
ピ
コ
ア
ー
で
は
、
こ
れ
ま
ご
多
く
の
学

生
が
、
こ
う
い
っ
た
工
ク
ス
タ
ー
ン
シ
ソ
ブ
の
経
験
を
、
ふ
業
後
に
れ
は
山
料
開
で
耽
会
一
得
る
た
め
に
活
か
し
ご
主
人
ん
と
L
〉
つ
こ
と
ん
J
E

き
る

F
3
 m

 

r
山

口
守
司
の
バ
目
立
教
育
に

h
い
ご
己
最
も
ィ

ι市
立
な
変
肯
と
な
っ
ご
い

ωu
こ
の
院
中
小
的
紋
JHJ
叶
川
、
川-

J
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十

n 

公
汁
山
凶
け
の
隙
床
的
プ
ロ
グ
ブ
ム

臨
ホ
的
数
ム
同
の
川
混
と
普
及
は

過
予三、

}含，

ヘン

尖
際
の
法
律
問
記
仁
〉
一
い
て
実
際
の
依
新
人
を
代
辺

L
、
訴
一
山
f
h

に
最
初
か
ら
最
絞
ま
で
栄
わ
り
、
川
氏
川
和
人
グ
ル
ー
プ
こ
交
渉
三
依
約

アメリカグ)口

入
力

F
叶
J

の
す
べ
仁
の
責
任
を
!
引
tkkズ
け
、
実
t

三
凶
及
び
河
北
/
川
同
一
ぐ
の
口
「
ソ
/
グ
の

ぶ
際
会
を
学
生
弁
議
士
に
ド
行
、
リ
ド
ハ
プ

γ

る
も
の
で
あ
る
n

便
々
の
ク
汀

J

ニ
P

ク
は
、
私
ん
ら
の
ク
づ
ニ
ゾ
ク
川
日
弁
教
浅
の
指
導
の
ト
、
P

了
ぺ
引
乏
が
主
要
な
責
任
を
引
、
さ
そ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
を
予
び
実
践

rる
こ
と
を
川
能
い
す
ゐ
何
々
の
指
長
と
定
校
川
な
ブ

J
l
r
パ
ノ
ク
を
提
供
す
る
も
の
に
な
っ

一、いヴハー



判

ア
メ
リ
カ
J
l
八
、
ハ
ナ
に
は

W
ぬ

の
よ
い
律
ク
リ
一
一

J

ノ
ク
が
あ
る
c

こ
れ
ら
は
す
べ
/
¥
例
え
ぽ
家
政
内
暴
力
や
人
性
問
越
の

一
て
つ
に
代
引
が
分
さ
れ
て
い
な
い
佼
知
人
を
代
辺
す
る
も
の
に
右
っ
て
い
る
子
、
移
民
正
兵
ケ
マ
ニ
ア
ク
、
運
ぶ
杭
ク
1
F

ニ
ブ
夕
、

'g 

予J

出
い
時
と
流
済
発
展
の
法
ク
ノ
)
一
、
ノ
ク
、
ま
寸
は
川
事
j
J
L
ク
ナ
一
ソ
ク
の
よ
、
ペ
ド
ド
、
多
ノ
は
、
，
J
j

ぺi

が
政
府
方
議
1
〆
一
点
廷
て
f

J

、つも

の
レ
な
ふ
。

こ
れ
は
、
公
法
の
分
野
で
織
を
舟
た
い
と
阿
っ
て
い
る
了
バ
ー
キ
政
壮
に
↓
ヘ
h

た
い

2
煩
つ
二
い
一
ゐ
学
生
に
豆
電
な
併
殺
と

体
肢
を
川
淀
川
悦
f
る
も
の
に
な
る
。

'、

公
広
田
L
Uを
中
、
ハ
と
し
た
法
手
作
ノ
十
一

「
「
FH)
デ
ノ
日
ゲ
ブ
ム

近
年
の
も
う

全
米
の
円

1
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る

rMJζ

プ
ロ
グ
ラ
ム

ω増
切
で
あ
る
、
こ
の
岡
山

〔
法
学
修
士

つ
の
此
HbRは

ド
は
つ
の
干
た
ゐ
庄
山
が
あ
る
へ

つ
之
、
た
dk占
J
L仁

η

J
一一付与メパ下一一
tu
弐ノ

:

G

i

1

U
心

f
l
rへノ

:i
一

つ
の
学
巴
を
加
、
さ
ノ
ご
下
一
L

よ
っ
て

ハ
円
い
乙
の
資
格

に
み
が
き
を
か
け
る
必
要
恒
ふ
感
ぷ
、
い
る
4
4
宇
津
が
増
加
こ
、
い
る
こ
と
で
志
ゐ

つ
の
理
由
は

ロ
ー
ス
ク

i
ル
ド
身
が

du、Jノ

汀
ゲ
プ
ム
と
こ
の
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
ハ
て
付
ら
れ
る
付
加
的
な
ほ
業
料
以
人
を
、
ロ
一
円
の
他
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
b

持
川
村
す
る

た
め
の
ト

h
d

夜
ど
午
、
み
て
い
る
こ
こ
で
あ
る
c

従
来
、
江
平
伶
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
た
'
二
γ
4
4
4
守
一
勺
を
丹
、
持
し
た
後
、

ア
メ
リ
古
の
法

学
の
了
位
の
取
幻
一
千
百
川
討
し
仁
い
る
泊
外
の
、
了
止
を
呼
び
込
む
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
円
た

FI 

ú~: 
ヨ

ー
で
ー
ス
ト
ヲ
j

一
/
な
ど
い
く
つ
か
の
刊
は
法
務
陪
十
亡
」
一
フ
ル
に
移
行

L
つ
つ
あ
り

少
し
小
久
化

L
ご
き
て
い
る
ぶ

小
〕
川
人
乃
法
学
修
土
の
了
刊
の
地

そ
の
太
足
分
を
収
め
る
こ
と
に
貢
献
し
と
い
る
ぺ

し
か
し
、
J
A

寸
や
ロ
ス
ク
ル
も
ま
た
、

ア
メ
，
カ
の
学
生
か
ら
の
法
，
了
修

ムム
E

J

に
対
す
る
高
ま
る
詰
玄
に
志
、
ズ
て
い
る
n

税
法
、

裁
川
れ
紛
争
処
理
、
法
廷
宇
治
の
上
う
な
専
門
的
な
法
了
伶
ム
ム
ブ
ロ

ク
ラ
ム
は
人
F

札
と
な
っ
て
川
る

dF4門
「
じ
は

従
来
か
ら
あ
る
以
也
知
法
研
究
の
法
学
修
士
が
全
米
の
指
導
的
地
泣
持
〕
め

〈
ま
そ
止
八
認
品
川
に
つ
い
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法
斗
e
i

仕
時
十
も
あ
る

し
か
し
、
長
も
際

υ
っ
と
}
る
の
は
、
生
…
的
士
'
戸
、
法
の
学
也
コ
7
?
〈
を
捉
仰
い
」
1
0
こ
一
一
千

E
的
〆
〆
た
ふ
て
で
初

の
「
法
〆
政
し
む

ソ
U

グ
ラ

i
一
を
古
い
し
と
レ
る
こ
と
で

一っし土

、A
β

l
ぜ

川
、
山
炉
内
山
了
ハ
ド
ブ
ロ
グ
ヲ
ム
で
あ
り
、
口
一
μ

~，て

が
非
常
ー
し
ま
い
帆
な
口
、
去
の
カ
j
fズ
ユ
}
フ
ム
を

/
7雪
下
が
で
き
る
よ
つ
に
な
っ
と
お
り
、
そ
の
カ
j
f
T
f
ご
フ
ム
は
、

公
民
権
や
憲
法

)1 お :t;:l公_j-i.-郊門;こむド，z，fi，品 1養成。)アフロ

ト
L

灯
権
司
、
以
北
ぴ
対
は
山
丸
吋
叶
(
相
川
r

「
七
、
一
組
曲
、
証
券
、
京
税
、
独
!
日
川

h
H法
2
政
策
を
九
け
む
)
、

そ
し
と
行
政
寸
い
と
税
刊
位
打
(
広
牛

あ
る
い
は
土
日
報
政
策
、
ま
ん
環
境
法
と
政
策
、
移
民
法
t
L
政
汲
を
含
む
}

J
い
と
政
索
、
、
川
一
俄
と
岸
川
法
、
与
す
り
市
対
庭
、

と
い
う
え
れ
一
応
詫

な
布
川
崎
の
〆
丁
習
寸
ス
を
九
円
む
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
λ

て
し
て
次
々

F
U椋
と
し
て
い
る
凱
容
は
、
ば
古
川
の
ケ
烹
と
し
て
働
く
こ
と

に
可
抗
な
山
同
一
J

主
有
し
て
い
る
守
中
で
あ
り
、
し
L
ん
際
の
多
く
の
卒
業
パ
ユ
遣
が
そ
う
い
コ
た
拡
に
就
く
こ
と
や
付
能
に
[
た
=

こ
の
ブ
口
ク
ラ
ム
の

政
的
の

J汀
政
絞
関
心
法
務
部
門
〈
の
三
人
な
訪
問
、

J山
政
機
関
?
該
宗
か
=
り
の
ゲ
ス
、

Jス
ピ
ー
カ
ー

の
祁
鴨
お
げ
引
当
岬
ん
L

政
財
の
行
政
機
関
で
弁
設
!
と
し
て
働
く
別
J

就
職
相
談

特
即
て
三
ノ
i

か
っ
偽
v

て
い
る
か
リ
に
、
必
認
な

知
山
間
ゃ
技
術
に
伴
日
、
ヰ
一
あ
r

た
一
日
ソ
~
ン
ン
k

、
/
弁
設
!
?
、
二
ノ
ー

3

、2

?
lに、ふ必

ι民
マ
Z介、

の斗山山ヰ
J
A
γ

ーベ
J

ぴ
玩
械
で
え
る
よ
う
に
ほ
助
す
る
就
職
認
の
人
穴
主

ア
メ
)
カ
の
す
ザ
¥
て
円
ス
夕
、
ル
に
は
、
学
付
?
の
説
明
叫
を
長
劫
す
る
別
議
認
が
あ
る

(J 

明
ら
か
ド
口
ス
ケ
?
ル
が
し

}含，

ヘン

な
け
れ
ば
な
ん
な
い
こ
f

二
、
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
?
業
生
軒
満
足
じ
せ
て
き
た
ロ
ス
ク
ー
ル
は
、
?
~
恨
の
↓
へ
r'寸
志
願
者
を
い
L

己
主
付
け

アメリカグ)口

る
こ
と
や
十
1
7
九
な

三
、
し
ぐ
よ
り
裕
治
な
)
卒
業
バ
↓
ー
か
ら
の
山
~
寸
刊
を
ド

d

び
込

ιこ
と
に
却
し
と
成
功
j

る
で
あ
ろ
う

U

さ
ら
に
は
、
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が

utμ

台
d

の
あ
る

ロ

人

今

l
ル
の
一
ブ
/
し
グ
2
1
け
の
シ
ス
テ
ム

己中山
lnV42-u

し
二
つ
火
山
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日
新
誌
に
k
つ
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b
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っ
し

2

ど
行
わ
れ
て
い
る
)
は
、
そ
の
ラ
〆
ク
付
け
~
お
け

の話相
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刑
U

て
い
る
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キ
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専
門
脱
抑
進
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ヘ
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E
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し
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は
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一
ァ
吋
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卜
に

1

政
治
三
品
川
法
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